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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では続いて旅客部門についてです。
当社には旅客営業を担当する部署は2つありまして、一部が東京、二部が大阪にあります。それぞれ北海道支社や各臨港店と一体となって旅客部門を運営しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
事業の中身について触れさせていただきます。
当社は北海道フェリー事業、関西フェリー事業、それから九州RORO船の3つの事業を行っています。
表にありますように、東西2つのフェリー事業で合わせて4航路10隻、RORO船事業で2航路4隻、あわせて14隻の規模で運航しております。
このうち関西フェリーの大阪～別府航路は明治45年：1912年に開設以来、今ある国内航路の中で最も長い歴史を持っています。
また、2社が統合する前から船名に　さんふらわあ　を冠したフェリーを運航しており、初代さんふらわあの就航からは50年以上の歴史があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当社の売上構成についてです。
みなさん当社はフェリー会社ということでBtoCのイメージが強いのかなと思いますが、売上でみますと旅客部門は当社全体の中で約4分の1で、
実は意外にもBtoBである物流事業の売上が大きく、全体の約4分の3を占めています。
事業別の売上では、あとですこし触れますが、北海道と関西で同じフェリー事業であっても、旅客と物流の売上比率が異なっているというところも特徴的です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当社の旅客部門の2つの事業についてご紹介します。
ひとつが北海道事業です。こちらは首都圏と北海道を結んでいる唯一のフェリー航路で、茨城県の大洗港と苫小牧港を結んでいます。異なる時間帯で1日2便運航しており、
夕方便はレストランをはじめ、大部屋から個室、それからペット同伴室まで多彩な客室を備えています。深夜便はシンプルな作りのフェリーで、深夜の出港ということもありトラックドライバーの方が多く乗船されるフェリーです。

もう一つが関西事業です。こちらは大阪～別府、神戸～大分、それから大阪～志布志の3つの航路があります。いずれの航路も仕事終わりの夕方に乗船すると、翌朝早くに到着するので
旅行や帰省に便利な生活航路の役割も果たしています。また船内設備も充実していて、「カジュアルクルーズ」というコンセプトで、気軽に非日常を体験できるのが特徴です。1年に何度もご乗船していただくお客様も多くいらっしゃいます。
北海道事業は年間約14万人、関西事業は約38万人ものお客様にご利用いただいています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
カジュアルクルーズのブランド価値向上として、乗船体験そのものを旅の目的とする価値創出を図る。
地域と連携した旅マエから旅アトまでの一貫した内容で、自治体・地域企業と協働しながら新たな旅行および体験価値の磨き上げを推進するもの。
本施策はこれらの戦略と連動し、広告、船内イベント、現地観光、ノベルティ、レストラン、グッズ等、多面的な施策を展開することで、乗船価値のさらなる向上を目指す。
体験価値の最大化とブランド認知度の向上を図るとともに、地域創生および持続可能な事業体制の構築
「また乗りたい」「誰かに伝えたい」と思われるブランドへの進化を目指し、弊社が地域とともに歩む主軸となる施策。



1-3) WiFEbFICDWNT

SMoAE (FExmB)

EARMTROXRENIRE UT. BEICBERSSWBIE Zix

FXxRplExmE

jtisE JxVU—
Z ity AR
20%

27%

=EY
11%

BREa
16%

26%

e BER=

HTASDHH

=rEY
4% 34%

BEfd JxU—

Bm
21%

TRER

HMRORO
Bm
Z it 23%
34%

=i

i
7% 36%



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当社が運んでいる貨物の内容です。
それぞれの航路や上り便、下り便によって貨物の違いはありますが、過半数は食品と工業製品が大きな割合を占めています。
食品であれば普段スーパーで見かけるようなインスタント食品や冷凍食品、北海道や九州の畜産品も含まれますし、工業製品は家電や自動車の部品など、多種多様な貨物を運んでいます。
台数では、北海道１５万台　関西19万台　九州RORO 9万台＋商品車9万台　合わせて50万台
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では続いて旅客部門についてです。
当社には旅客営業を担当する部署は2つありまして、一部が東京、二部が大阪にあります。それぞれ北海道支社や各臨港店と一体となって旅客部門を運営しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当社　LNG燃料フェリーの今後についてです。

来年、大洗～苫小牧航路にて就航予定のLNG燃料フェリー2隻を建造中です。
大型化によりトラックの積載台数を増やすともに、低速エンジン1基とすることで、燃料消費量が少ない低燃費の
船となる見込みです。深夜便に就航し、物流中心の船となります。

LNG燃料は、将来的には、水素とCO₂から「メタン」を合成する「メタネーション」と呼ばれる技術を活用して、
ゼロエミッション燃料となる、「カーボンニュートラルメタン（合成メタン）を利用することも考えられています。

長距離フェリー船体の大型化により、総輸送量は拡大・増加する傾向です。
フェリーの利用は脱炭素（環境問題）および2024年問題の解決策として有効であり、フェリーの輸送シェアはこれから拡大していくと予想します。


商船三井グループでは、今後も脱炭素・低炭素化実現に向けた「クリーン代替燃料の導入」戦略を推進していきます。
内航フェリー事業における環境対応をリードすると共に、将来的にはLNGに代わる新燃料の採用も選択肢として研究、検討を続け、
業界に先駆けて積極的に取り組んでいく方針です。

今後、当社のこれに続く新造船においてもクリーン代替燃料を推進していくものとなります。

（参考）船名
さんふらわあ　かむぃ
アイヌは、人間の周りのあらゆるものに「カムイ」（神、魂のような大いなる力）が存在しいつも自分たちを見守っていると考えていることから、本船が、豊かな海とかけがえのない地球環境を守る存在となることを願い、商船三井グループのフェリー事業ブランド名と合わせ「さんふらわあ かむい」と名付けました。

さんふらわあ ぴりか
「ピリカ」がもつ「美しい」「きれいだ」「豊かだ」といった意味から、地域や人を末永く結び、明るく美しい未来を照らし続ける存在となることを願い、命名しました。また、「さんふらわあ かむい」「さんふらわあ ぴりか」は共通の船体デザイン、コンセプトとしながら、それぞれ異なる特色を持たせた内装とすることで、旅の期待感を高める演出をいたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当社　LNG燃料フェリーの今後についてです。

来年、大洗～苫小牧航路にて就航予定のLNG燃料フェリー2隻を建造中です。
大型化によりトラックの積載台数を増やすともに、低速エンジン1基とすることで、燃料消費量が少ない低燃費の
船となる見込みです。深夜便に就航し、物流中心の船となります。

LNG燃料は、将来的には、水素とCO₂から「メタン」を合成する「メタネーション」と呼ばれる技術を活用して、
ゼロエミッション燃料となる、「カーボンニュートラルメタン（合成メタン）を利用することも考えられています。

長距離フェリー船体の大型化により、総輸送量は拡大・増加する傾向です。
フェリーの利用は脱炭素（環境問題）および2024年問題の解決策として有効であり、フェリーの輸送シェアはこれから拡大していくと予想します。


商船三井グループでは、今後も脱炭素・低炭素化実現に向けた「クリーン代替燃料の導入」戦略を推進していきます。
内航フェリー事業における環境対応をリードすると共に、将来的にはLNGに代わる新燃料の採用も選択肢として研究、検討を続け、
業界に先駆けて積極的に取り組んでいく方針です。

今後、当社のこれに続く新造船においてもクリーン代替燃料を推進していくものとなります。
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さんふらわあ ぴりか
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
カジュアルクルーズのブランド価値向上として、乗船体験そのものを旅の目的とする価値創出を図る。
地域と連携した旅マエから旅アトまでの一貫した内容で、自治体・地域企業と協働しながら新たな旅行および体験価値の磨き上げを推進するもの。
本施策はこれらの戦略と連動し、広告、船内イベント、現地観光、ノベルティ、レストラン、グッズ等、多面的な施策を展開することで、乗船価値のさらなる向上を目指す。
体験価値の最大化とブランド認知度の向上を図るとともに、地域創生および持続可能な事業体制の構築
「また乗りたい」「誰かに伝えたい」と思われるブランドへの進化を目指し、弊社が地域とともに歩む主軸となる施策。
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